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第１回推進検討会の宿題について

１ 地域福祉推進市町村の選定状況について１ 地域福祉推進市町村の選定状況について
・平成２１年度 ５２市区町村
・平成２２年度 ５２市区町村（継続）＋６市町（新規）

２ 孤立死という用語について
別紙１（参考資料）孤立死という用語について別紙 （参考資料）孤立死と う用語に て

３ 孤立死に関するデータについて孤立死 関するデ タ て
別紙２
「高齢者等の孤立死防止等に向けた取組みガイドブック」（国土交通省住宅局）－抜粋－



（参考資料）孤立死という用語について
別紙１

（定義について）

○ 平成１９年２月２０日、第１６６回国会・衆議院総務委員会－議事録抜粋－

御園政府参考人（厚生労働省審議官）
御質問の孤独死、私どもは孤立死というような言葉を使わせていただいております。

私どもは、支援を必要としておられる高齢者の皆さんに幅広く必要な支援を提供させていただきたい
というふうに考えております。したがいまして、もちろん一番の孤立死の対象になるのは独居の高齢者
ということになりますけれども それだけではなくて 要介護者を抱えた高齢者だけの老老介護をされということになりますけれども、それだけではなくて、要介護者を抱えた高齢者だけの老老介護をされ
ておられる御世帯、それから、失業を初めとして複雑な家庭環境の中で実質上孤独な生活を送られて
いる高齢者という方もおられます。

そういういろいろな要因を背景とした、すそ野の広い高齢者の対策というのを私ども考えたいと思っ
ておりますので、そういう意味でいいますと、定義ということになりますと、定義をしたことによって、
我々がカバーしたい対象の範囲が逆に限定されてしまうのではないかというようなことも懸念しており
まして、そういう意味で、私ども、現段階におきましては定義ということはしておりません。

ただ 独居高齢者のみを想起させるような孤独死という言葉を使うのがいかがかというようなことも考ただ、独居高齢者のみを想起させるような孤独死という言葉を使うのがいかがかというようなことも考
えまして、私どもは、先ほど申し上げましたように、孤立死という言葉を使わせていただいておりますが、
いずれにしても、これからの日本社会の急速な高齢化の中で、御指摘のような問題は大変重要な問
題でございますので、十九年度の予算においても必要な対策をとる、孤立死ゼロ・プロジェクトというよ
うなことも発足させて、対応してまいりたいというふうに考えているところでございます。

○「高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくり推進会議」（「孤立死」ゼロを目指して）報告書

「今後「孤立生活」が一般的なものとなる中で、人の尊厳を傷つけるような悲惨な「孤立死」（つまり、社
会から「孤立」した結果、死後、長期間放置されるような「孤立死」。）が発生しないようにする必要があ
る。」



別紙２

「高齢者等の孤立死防止等に向けた取組みガイドブック」「高齢者等の孤立死防止等に向けた取組みガイドブック」
（国土交通省住宅局）

抜 粋－ 抜 粋 －




























